
  

  神崎浄水場再整備事業の事業概要 
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1 本調査の位置づけ 

尼崎市公営企業局では、神崎浄水場再整備事業（本事業）を予定しており、令和 5 年度に官民

連携手法導入可能性調査を実施し、本事業を DB 方式で実施することとした。 

本調査は、本事業を 2027 年度に公告するにあたり、事業範囲を検討する参考とするため、下記

のとおり改めて本事業への興味を確認するものである。 

 

2 神崎浄水場の概要 

2.1 位置及び施設配置 

神崎浄水場は兵庫県尼崎市次屋 4丁目 6番 1号に位置し、沈澱池等は原水系統により柴島系、

園田系に系統分けがなされている。 

神崎浄水場の一般平面図を図 2.1 に示す。 

 

2.2 神崎浄水場公称能力と実運用能力 

浄水場公称能力：84,650 ㎥/日 

実運用能力※ ：43,000 ㎥/日 

※実運用能力：神崎浄水場では給水量の減少に対応して施設を効率的に運用、能力を抑えて運

転している。 

 

2.3 浄水フロー 

神崎浄水場の浄水フローは図 2.2 に示すとおり、薬品沈澱池→オゾン処理→生物活性炭処理→

急速ろ過であり、オゾン・生物活性炭による高度処理を行っている。 

 

2.4 施設概要 

神崎浄水場の現状の施設概要を表 2.1～表 2.3 に示す。 
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図 2.1 神崎浄水場一般平面図 
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図 2.2 神崎浄水場の浄水フロー 
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表 2.1 神崎浄水場施設概要（1） 
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表 2.2 神崎浄水場施設概要（2） 
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表 2.3 神崎浄水場施設概要（3） 
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3 神崎浄水場再整備の概要 

3.1 事業スケジュール 

3.1.1 工期 

契約締結 ： 令和 9年度末（予定） 

設計期間 ： 令和 10 年度～令和 11 年度（予定） 

施工期間 ： 令和 11 年度～令和 14 年度（予定） 

 

表 3.1 事業スケジュール案 

 
  

R10 R11 R12 R13 R14

設計 - - -

機械設備整備 機械

電気設備更新 電気

薬品注入設備更新 機械

耐震補強・改修 土木

電気設備更新 電気

オゾン濃度測定装置更新 電気

オゾン処理設備更新 機械・電気

薬品注入設備更新 機械

耐震補強・改修 建築・土木

ろ過池 耐震補強・改修 土木

配水ポンプ 機械

配水ポンプ電気設備 電気

中央管理棟建築 建築

中央管理棟電気設備工事（薬品注入設備含む） 電気

薬品注入設備（柴島系沈殿池用含む） 機械

中央監視設備更新（排水処理棟用含む） 電気

停電対策設備設置 電気

7~9号配水池、遊学館　撤去 土木

中央管理棟建築 土木

場内配管 場内配管更新 土木

場外施設 水質・水圧モニター等更新 電気

施設分類 施設名称

園田系沈澱池

施工

事業計画

高度浄水処理棟

後薬品注入室

配水ポンプ棟

中央管理棟（新設）

主な設備 分類
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3.1.2 工事ステップ 

現施設を稼働しながら整備事業を行うことに留意し、新管理棟築造の施工の流れは以下を計画

している。 

 

表 3.2 施工の流れ 

STEP 工事 概要 

0 準備工 場内道路の狭小箇所の拡幅 

1 遊学館取壊し 遊学館の取壊し、撤去 

2 試掘 鋼矢板打設箇所周りを試掘、試掘箇所のガラ撤去・埋戻し 

3 支障物撤去 鋼矢板打設の際の支障物となる配管の撤去・切り回し 

4 鋼矢板打設 鋼矢板打設及び欠損部の親杭横矢板＋薬液注入工 

5 中間杭打設 7～9 号配水池の上部に覆工板を設置し、そこから中間杭打設 

6 配水池取壊し 7～9 号配水池の取壊し及び鋼材設置、土工 

7 新管理棟築造 土工・鋼材設置工、新管理棟築造 

8 設備配置 設備を配置 

9 配水池流出管接続 各配水池の流出管と新管理棟ポンプ室への連絡配管工 

 

 

a) STEP0 

準備工として、仮囲いの設置、搬出土仮置場の植樹帯伐採（除根はしない）、場内道路の狭小箇

所の拡幅を行う。 

 

b) STEP1 

場内の作業ヤードを確保するため、遊学館の取り壊しを先行する。 

 

c) STEP2 

鋼矢板打設のための準備工である。鋼矢板打設箇所周りを試掘し、鋼矢板打設の支障となるガ

ラ撤去および良質土埋め戻しを行う。なお、試掘の際に、場内ケーブルの移設を行うものとする。 

1. 試掘および場内ケーブル※切り回し 

2. ガラ撤去及び良質土埋め戻し 

 

※7～9 号配水池と配水ポンプ棟との間に敷設されているケーブル 
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図 3.1 試掘範囲イメージ 

 

d) STEP3 

（配水池撤去のための）鋼矢板打設の際の支障物となる配管の撤去・切り回しを行うものであ

る。7～9 号配水池の北西側に布設されている排水管（HPφ600～φ300）については、試掘結果に

より、鋼矢板打設に支障となる場合には切り回しを行うものとする。試掘は受注者で実施する。 

 

表 3.3 支障配管一覧 

No 支障物 管種口径 土被り 備考 

1 7～9 号配水池流入管 DIP-Kφ400 1.7m 端部、帽止め 

2 給水管 φ50 1.2m 切り回し 

3 排水管 HPφ600 1.5m 切り回し（試掘結果による） 

4 排水管 HPφ300 1.2m 切り回し（試掘結果による） 

5 人孔 φ600 蓋 － 深さ 2.45m 
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図 3.2 支障配管平面図 

 

＜HPφ200 の処置について＞ 

7～9 号配水池と配水ポンプ棟との間に、鋼矢板を打設するが、鋼矢板のライン上に、縦断方向

に排水管 HPφ200 が布設されている。 

一般的に使用されることが多い油圧圧入工法の場合、HPφ200 が支障となって、打設不可とな

る可能性が高い。 

従来工法では施工が難しい玉石混じりの砂礫層や岩盤などの最大 N 値 50 以上の硬質な地盤へ

の圧入施工が可能な工法として硬質地盤クリア工法があるが、当工法の場合、ヒューム管であれ

ば、取り壊しながら鋼矢板を打設することが可能である。 

施工の確実性および圧入作業効率の観点からは、事前に撤去を行うことが望ましいが、本計画

の場合、HPφ200 を撤去するためには、柴島系ポンプ流出管φ700 の撤去が必要となるなど、大

規模となるため、撤去は行わず、前述のとおりヒューム管を取り壊す硬質地盤クリア工法を想定

する。なお、HPφ200 の復旧は不要とする。 
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図 3.3 HPφ200 撤去のための土留め線 

 

 

図 3.4 柴島系ポンプ流出管撤去のために全閉操作が必要な弁 
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e) STEP4 

7～9 号配水池撤去のための鋼矢板を打設するものである。なお、欠損部（管貫通部）について

は、親杭横矢板+薬液注入工とする。 

 

 

図 3.5 鋼矢板欠損部平面図 

 

f) STEP5 

7～9 号配水池の取り壊し撤去である。なお、構造物撤去に先立ち新管理棟建設用の中間杭打設

を行う 

1. 覆土撤去 

2. 7～9 号配水池上部に上るための仮設スロープ築造 

3. 覆工板設置 

4. 7～9 号配水池 頂版及び底版のコア抜き（中間杭貫通用） 

5. 中間杭打設※ 

 

※中間杭打設の際には、覆工板の撤去、再設置を行う。 
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図 3.6 覆工板および仮設スロープ平面図（イメージ） 

 

g) STEP6 

配水池取り壊しおよび新管理棟建設のための鋼材設置工である。 

 

1. 覆工板撤去 

2. 配水池周り床掘工 

3. 構造物取壊し工および松杭引抜 

4. 鋼材設置工 

5. 仮設スロープ撤去 

 

h) STEP7 

新管理棟の築造である。新管理棟の方が深いことから、さらに床掘工、鋼材設置工を行う。 

 

1. 鋼材設置工 

2. ポンプ棟築造までの床掘工 

3. 新管理棟の築造 

 

i) STEP8 

新管理棟内に設備を配置する。 
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j) STEP9 

ポンプ棟への流入配管工事である。1～4 号配水池流出管と 5～6 号配水池の流出管を接続し、

配水ポンプ流入側まで布設するものである。 

配管の布設イメージ及び操作バルブを図 3.7 に示す。また、配管布設箇所周辺のバルブ調査票

を表 3.4 及び表 3.5 に示す。 

 

 

図 3.7 配管布設イメージ 
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表 3.4 バルブ調査票（1/2） 

 

 



  
   

16 

表 3.5 バルブ調査票（2/2） 
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3.2 神崎浄水場再整備のコンセプト（案） 

◯水供給システムの 安全性・安定性の継続及び向上 

神崎浄水場の施設について重要度や経済性を考慮し、老朽化施設・設備等の更新、施設の強

靭化（耐震化・浸水対策）し、災害に対する機能強化を行う。 

 

◯施設規模の適正化 

今後の人口減少による水需要の減少を考慮しつつ、阪神水道企業団および県営水道からの受

水と神崎浄水場を合わせた全体の施設能力は、水需要の他 25％の予備力を見込み、神崎浄水場

の浄水能力は 36,000 ㎥/日として再整備を行う。 

 

◯環境に配慮した浄水場 

尼崎市では、「尼崎市気候非常事態行動宣言」において、2030 年には二酸化炭素排出量を 2013 

年比で 50％程度削減し、2050 年には脱炭素社会の実現を目指しており、水道事業においても、

目標達成に向けた取り組みが必要である。 

 

表 3.6 環境に配慮した浄水場の実現のための施策（案） 

施策 内容 備考 

脱炭素の推進  

配水ポンプの高効率化 ダウンサイズする施設能力を

踏まえ、効率的な機器構成の検

討 

中央管理棟の ZEB Ready 中央管理棟の整備においては

ZEB Ready を達成することを基

本とし、新管理棟の屋上での太

陽 光 発 電 を 行 う 等 に よ り

Nearly ZEB を達成することも

視野に入れるものとする。 

 

 



  
   

18 

3.3 事業範囲 

本事業の対象となりうる事業範囲は表 3.7、図 3.8 のとおりである。 

また、参考として土地形質変更図を図 3.9 に示す。躯体撤去・建設、配管掘削及び配電掘削範

囲は赤に示す範囲であり、今回土壌汚染の分析予定地である。 

 

表 3.7 対象となりうる事業範囲 

 

 

項目 主工種 耐震判定 備考

機械設備更新 機械

電気設備更新 電気

薬品注入設備更新 機械

耐震補強・改修 土木 NG

柴島系沈澱池 薬品注入設備更新 機械 新管理棟で更新

電気設備更新 電気

オゾン濃度測定装置更新 電気

オゾン処理設備更新 機械・電気

薬品注入設備更新 機械

耐震補強・改修 建築・土木 NG 地下部土木もNG

ろ過池 耐震補強・改修 土木 NG

配水ポンプ更新 機械 新管理棟で更新

配水ポンプ電気設備更新 電気 新管理棟で更新

中央管理棟更新 建築 配水ポンプ棟合築

電気設備更新 電気

薬品注入設備更新 機械

中央監視設備更新（排水処理棟用含む） 電気

停電対策設備整備 電気 自家発電設備新設

場内配管 土木

遊学館撤去 土木

7～9号配水池撤去 土木

場外施設 水質・水圧モニター等更新 電気

施設名

浄水施設

園田系沈澱池

高度浄水処理棟

後薬品注入室

配水施設

配水ポンプ棟

中央管理棟

撤去
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図 3.8 対象となりうる事業（一般平面図再掲） 

 

・機械・電気設備更新 
・薬品注入設備更新 
・耐震補強・改修（土木）

・（場外）水質・水圧モニター 

・電気設備更新 
・オゾン濃度測定装置更新 
・オゾン処理設備更新 

・耐震補強・改修（土木） 

・薬品注入設備更新 
・耐震補強・改修（建築） 

※地下部土木含む 

・中央管理棟更新 
・電気設備更新 
・薬品注入設備更新 
・中央監視設備更新 
・停電対策設備整備 
・排水処理棟監視装置等更新 
・配水ポンプ（上水）更新 
・配水ポンプ電気設備更新 
・配水池撤去 

・遊学館撤去（資材置き場） 
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図 3.9 土地形質変更図（赤：掘削範囲（土壌汚染分析予定地）、青：盛土範囲） 
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3.4 事業組合せ 

H21 年度の耐震診断において、土木構造物に対して静的解析を実施し、耐震化計画を作成して

いたが、最新の水道施設耐震工法指針（2022 年）では考え方が改定され、構造物特性係数は使う

べきではないと示されているため、改めて耐震設計を行う必要がある。本事業の発注にあたって

は、事前に行う基本設計において静的解析結果を採用する場合、施工費が高額となると見込まれ

る。 

一方、最新の耐震工法指針（2022 年）では動的解析による詳細設計を行うことが望ましいとさ

れており、設計費用は高額となるが、静的解析を基にした耐震計画と比べ、施工費が安価となる

可能性が期待できる。 

上記のことから、本事業では「DB 方式＋仕様発注」※1 のケースも選択肢として、表 3.8、表 

3.10 の事業の組合せを検討している。 

 

表 3.8 組合せ（案） 

ケース 特徴 

ケース① DB 方式 想定する事業範囲の全てを本事業で実施 

ケース② DB 方式＋仕様発注 土木構造物の耐震補強・改修は設計のみ本事業で実施し、工

事は仕様発注（中央管理棟に係るものは本事業に含む※2） 

ケース③ DB 方式＋仕様発注 沈澱池、ろ過池、後薬品注入室、場外施設にかかる機械・電

気設備及び土木構造物の設計・工事を本事業から除く（中央

管理棟に係るものは本事業に含む） 

※1 DB 方式：本事業で実施、仕様発注：本事業の対象外とし、従来方式で別途仕様発注 

※2 土木構造物（沈殿池、ろ過池、後薬品注入室）の土建工事は仕様発注を基本とするが、主要な設備を配置す

る中央管理棟は一連の工事として設計・施工とした方が効率的と考えられるため、中央管理棟に係るものは

いずれのケースでも本事業で実施する。 

 

3.5 事業規模 

 各ケースの事業規模（概算想定額）は以下のとおり。なお、現在基本設計中であり、確定した

事業規模ではない。 

 

表 3.9 事業規模 

 

 

単位：億円（税抜）

工種 ケース① ケース② ケース③

土木 39 22 22

建築 21 19 19

機械 38 38 24

電気 58 58 54

合計 156 137 119

※設計費は含まない
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表 3.10 組合せ（案） 

 

 

設計 建設 設計 建設 設計 建設

機械設備更新 機械 ○ ○ ○ ○ － －

電気設備更新 電気 ○ ○ ○ ○ － －

薬品注入設備更新 機械 ○ ○ ○ ○ － －

耐震補強・改修 土木 ○ ○ ○ － － － NG

柴島系沈澱池 薬品注入設備更新 機械 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新管理棟で更新

電気設備更新 電気 ○ ○ ○ ○ ○ ○

オゾン濃度測定装置更新 電気 ○ ○ ○ ○ ○ ○

オゾン処理設備更新 機械 ○ ○ ○ ○ ○ ○

薬品注入設備更新 機械 ○ ○ ○ ○ － －

耐震補強・改修 建築・土木 ○ ○ ○ － － － NG 地下部土木もNG

ろ過池 耐震補強・改修 土木 ○ ○ ○ － － － NG

配水ポンプ更新 機械 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新管理棟で更新

配水ポンプ電気設備更新 電気 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新管理棟で更新

中央管理棟更新 建築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 配水ポンプ棟合築

電気設備更新更新 電気 ○ ○ ○ ○ ○ ○

薬品注入設備更新 機械 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央監視設備更新 電気 ○ ○ ○ ○ ○ ○

停電対策設備整備 電気 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 自家発電設備新設

排水処理棟監視装置等更新 電気 ○ ○ ○ ○ ○ ○

場内配管 土木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5・6号配水池撤去 土木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

遊学館撤去 土木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7～9号配水池撤去 土木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

場外施設 水質・水圧モニター等更新 電気 ○ ○ ○ ○ － －

中央管理棟築造用地確保用

ケース① ケース② ケース③
耐震判定 備考項目 主工種

浄水施設

園田系沈澱池

高度浄水処理棟

後薬品注入室

配水施設

配水ポンプ棟

中央管理棟

撤去

施設名

○ ：対象 － ：対象外
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3.6 公募時の添付資料 

公募時の添付資料として、以下に示す資料の添付を予定している。 

 

 基本設計図書（一般平面図、新管理棟図面、電気関係図面、機械・電気・建築・土木検討

書） 

 ボーリング位置図・柱状図 

 土地形質変更範囲 

 土壌汚染の状況 

 7～9 号配水池内の滞留水の水質（下水排除基準への適合性） 

 地下埋設物調査資料 

 水質データ（原水、浄水） 

 水量データ（取水量、浄水量、配水量） 

 薬品注入量データ 

 アスベスト調査結果（撤去対象施設）※受注者でも分析調査必要 

 水処理フロー、現施設概要 

 水位高低図 

 3D 測量データ（ドローン測量とマターポート） 

 

  


